
佐
藤　

清
治

問　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
発
生

し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で

の
事
故
は
、
歴
代
政
府
と
電
力
業

界
が
宣
伝
し
て
き
た
安
全
神
話
が

全
く
の
ウ
ソ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
市
長
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
原
子
力
政
策
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

答
市
長　

国
、
東
京
電
力
に
は
一

刻
も
早
い
事
態
の
収
束
に
む
け
全

力
を
つ
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

原
子
力
の
利
用
に
つ
い
て
は
当

面
、
既
存
の
原
子
力
発
電
所
の
安

全
対
策
に
万
全
を
期
し
つ
つ
、
長

期
的
に
は
原
子
力
発
電
に
過
度
に

依
存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

転
換
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

問　

吉
川
市
内
で
民
間
ア
パ
ー
ト

に
避
難
し
て
い
る
方
々
へ
の
家
賃

補
助
を
早
急
に
実
施
す
る
べ
き
で

は
。

答
市
長　

県
が
民
間
ア
パ
ー
ト
に

避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
に
つ
い
て

応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
借
り
上
げ

る
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
で
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り

次
第
、
市
内
に
避
難
し
て
い
る

方
々
に
対
し
て
情
報
提
供
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◆�

駅
北
口
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点

の
改
善
は
い
つ
か

問　

改
善
を
求
め
て
日
も
た
つ
が

見
通
し
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

引
き
続
き
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

問　

引
き
下
げ
を
求
め
る
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
引
き
下
げ

を
。

答
市
長　

国
民
健
康
保
険
税
を
引

き
下
げ
ら
れ
る
状
況
に
は
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

安
田　

真
也

問　

防
災
行
政
無
線
の
長
所
と
短

所
。
同
様
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

長
所
と
短
所
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

防
災
行
政
無

線
は
現
在
71
の
拡
声
子
局
が
あ

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
重
大
な
影

響
の
あ
る
緊
急
情
報
を
該
当
地
域

ま
た
は
市
内
一
斉
に
周
知
す
る
手

段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
停
電
時
も
内
蔵
の
蓄
電
池
に

よ
り
使
用
可
能
。
一
方
、
現
在
の

住
宅
は
防
音
性
、
気
密
性
が
向
上

し
て
お
り
、
家
の
中
で
聞
き
取

る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
様
々
な
情

報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
市
内
外
の

多
く
の
人
に
伝
達
で
き
る
。
し
か

し
、
パ
ソ
コ
ン
等
に
不
慣
れ
な
方

に
つ
い
て
は
、
そ
の
情
報
を
入
手

す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

問　

情
報
は
、
い
つ
で
も
誰
で
も

ど
こ
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
、
手

段
は
網
の
目
の
様
に
準
備
し
て
お

く
べ
き
。
現
在
、防
災
行
政
無
線
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
回
覧
板
、
掲
示

板
、
広
報
車
、
そ
し
て
導
入
予
定

の
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
が
あ
る

が
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
導
入
す
べ
き

で
は
。

答
市
民
生
活
部
長　

ツ
イ
ッ
タ
ー

は
誰
で
も
無
料
で
登
録
利
用
で

き
、
海
外
等
に
サ
ー

バ
ー
が
あ
る
た
め
、
地

震
や
停
電
な
ど
災
害

に
強
い
と
い
う
点
が
あ

る
。
近
隣
市
で
は
、
春

日
部
市
と
三
郷
市
が
実

施
し
て
お
り
、
災
害
時

に
は
刻
々
と
状
況
が
変

化
す
る
情
報
を
迅
速
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

ツ
ー
ル
と
し
て
大
変
有
効
な
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
当
市

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
導
入
に
つ

い
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

齋
藤　

詔
治

問　

来
春
四
月
吉
川
美
南
駅
開

業
、
現
計
画
の
東
口
駅
前
広
場
は

狭
い
、
も
っ
と
広
く
、
既
存
県
道

よ
り
新
駅
ま
で
進
入
路
4.7
ｍ
は
狭

い
、
大
型
バ
ス
等
が
す
り
替
え
で

き
る
、幅
員
７
ｍ
以
上
確
保
整
備
。

答
都
市
建
設
部
長　

開
業
時
暫
定

３
千
㎡
、
通
常
の
乗
降
ス
ペ
ー
ス

で
支
障
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
日
本
船
燈
脇
の
市
道
を
舗
装

幅
4.7
ｍ
で
暫
定
的
な
整
備
を
し
、

周
辺
地
域
の
区
画
整
理
事
業
に
お

い
て
実
施
。

◆�

吉
川
美
南
駅
開
業
に
併
せ
一
日

で
も
早
い
新
駅
周
辺
開
発
を

問　

今
日
の
吉
川
市
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
は
、
周
辺
開
発
の
目
途

が
立
た
な
け
れ
ば
全
て
で
き
な

い
、一
日
も
早
い
開
発
の
促
進
を
。

答
市
長　

周
辺
地
域
の
ス
プ
ロ
ー

ル
化
が
懸
念
さ
れ
早
期
の
都
市

計
画
決
定
へ
県
と
協
議
調
整
を
実

施
。

◆�

調
整
区
域
内
の
整
備
手
法
に
都

市
計
画
法
に
よ
る
区
域
指
定
は

答
都
市
建
設
部
長　

現
段
階
で
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
が
必
要
性
は

十
分
認
識
し
て
お
り
研
究
す
る
。

◆�

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

問　

市
内
の
住
宅
地
の
一
部
に
は

車
も
出
入
り
で
き
な
い
よ
う
な
、

狭
い
通
路
を
利
用
し
て
の
住
宅
地

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
狭
隘
の
多
く

の
道
路
に
よ
る
住
宅
地
も
あ
り
大

震
災
等
考
え
る
と
多
大
な
被
害
が

想
定
さ
れ
ま
す
。早
急
な
対
応
を
。

答
都
市
建
設
部
長　

地
域
の
特
性

を
考
慮
し
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や

関
係
す
る
権
利
者
と
協
議
の
も

と
、
地
区
計
画
の
活
用
に
よ
り
防

災
機
能
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
対
す
る
認
識
は

情
報
は
迅
速
に
伝
え
よ
う

よしかわ議会だより 6

美
南
駅
東
口
駅
前
広
場
を
大
き
く
・

県
道
ア
ク
セ
ス
道
路
は
幅
員
７
ｍ

吉川市防災マップ




